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富士大学学生相談室規程 

 

（設 置） 

第 １ 条  富士大学に学生相談室を置く。 

２  学生相談室は、学校法人富士大学・富士大学 組織規程第７条の２に定める

学長直轄組織とする。 

（目 的） 

第 ２ 条  学生相談室は、学生が当面する問題について、その相談に応じ、助言を行

うことを目的とする。 

２  学生相談室は、前項に加え、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律」（障害者差別解消法）に基づき、障害がある学生（障害があると思われ

る学生を含む。以下同じ。）に対する差別を解消するための合理的配慮に関す

る相談・支援を行うことを目的とする。 

（構 成） 

第 ３ 条  学生相談室に次の者を置く。 

（１） 学生相談室長（以下「相談室長」という。） 

（２） 基幹教員および事務職員の中から、学長が選考した相談員 

（３） 相談室長が、学生相談上、特に必要と認めた相談員(カウンセラー等） 

（任 命） 

第 ４ 条  相談室長は、学長が選考し、任命する。 

２  前条第２号および第３号の相談員は、相談室長が推薦し、学長が任命する。 

（任 期） 

第 ５ 条  相談室長および相談員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（業 務） 

第 ６ 条  学生相談室は、その目的を達成するために、次の業務を行う。 

（１） 学生の相談に応じ、助言を与えること。 

（２） 障害のある学生に対する差別解消への合理的配慮に関する相談・支援 

（３） 学生相談に必要な事項の調査研究 

（４） 学生相談に必要な資料の整備 

（５） その他学生相談に必要な事項 

（秘密保持） 

第 ７ 条  学生相談室において取り扱った相談内容のうち個人情報に関する事項は、

秘密とする。 

（相談室の開設） 

第 ８ 条  学生相談は、原則として、学生相談室で、予め設定された時間に定められ

た相談員が行う。 

２  前項に拘らず、必要に応じ、相談員の研究室等、相談者の秘密を保持でき

る場所で行うことができるものとする。 
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（会 議） 

第 ９ 条  相談室長は、必要に応じて、相談員を招集し、会議を開くものとする。 

２  会議では、相談室長が議長となり、以下の事項を審議する。 

（１） 年度計画（相談室の開設日時、担当相談員の割り振りを含む） 

（２） 年間の相談内容の集計、分析 

（３） 学長の付託事項 

（４） 教授会の委託事項 

（５） その他相談室会議が学生相談に必要と認めた事項 

（報 告） 

第 10 条  相談室長は、前条第２項各号の内容について、次のとおり、定期的に、学

長に報告するものとする。なお、学長は、学生の教育指導上必要な場合は、

学生相談の内容について、個人情報も含めて、相談員から聴取できるものと

する。 

    ２  前条第２項第２号および第５号については、教授会に報告するものとする。 

（事務局） 

第 11 条  学生相談室の事務局は、学生部とする。 

（改 廃） 

第 12 条  この規程の改廃については、相談室において案を作成し、学長が決定する。 

 

 

附 則 

この規程は、平成７年４月１日施行の「富士大学学生相談室規程」を全面改正し、平成

２６年４月１日より施行するものとする。 

  附 則 

この規程は、平成２６年１２月１０日改正し、平成２７年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成２７年２月１８日改正し、平成２７年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成２８年２月１７日改正し、平成２８年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は令和４年１１月１６日改正し、令和５年４月１日から施行する。 




